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ビックカメラは「お客様喜ばせ業」を体現すべく、企業理念である「専門性と先進性で、 
より豊かな生活を提案する進化し続ける“こだわり”の専門店の集合体」を追求します。 
創業より時代の変化やお客様の要望に応えるべく進化させてきたビックカメラの
強みにさらに磨きをかけ、お客様に信頼され、あてにされる企業であり続けることで、
ステークホルダーの皆様に価値を提供していきます。

1968年3月 群馬県高崎市で写真フィルムの現像所「高崎DPセンター」
を設立。お客様の「早く写真を見たい」という要望に応えるべく、スピード
仕上げサービスを提供。 
1978年5月 池袋北口でカメラおよび関連商品の販売会社として創業
写真の現像だけでなく、カメラ、ビデオカメラ、ビデオデッキ、テレビ
などお客様の要望にあわせて関連する商品
の取り扱いを拡充し、時代の変化に対応。
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草創期 発展期 飛躍期 変革期 挑戦期 転換期
●1989年4月 消費税導入（3％）
●1997年4月 消費税率改正（3％→5％）

当時の池袋北口店 寝具売場

携帯電話の
流行を予見する
パソコン館本店
の外観 有楽町店

新宿東口店
（旧ビックロ）

●2000年6月 大規模小売店舗立地法施行 ●2009年　　　 5月 家電エコポイント制度開始
●2011年　　　 7月 アナログテレビ放送終了

●2014年4月   消費税率改正（5％→8%）
●2019年10月 消費税率改正（8％→10%）

●2020年4月 新型コロナウイルスの感染拡大
●2021年7月 東京オリンピック・
　　　　　　  パラリンピック開幕

お客様第一主義の実践・変化対応 
時代の変化やお客様の要望に応じて取扱商品を拡充

2001年 立川店、なんば店、有楽町店、札幌店と店舗面積10,000㎡級の大型店を1年に
4店舗開店。
2002年 新宿西口店開店。2001年開店の大型4店舗とあわせて「都市型」×「ターミナル
駅前」×「大型」の現在のビジネスモデルの礎を築く。
2012年には当社最大級の新宿東口店を開店。ビックカメラ×ユニクロの異業種コラボ
「ビックロ」として、家電とファッションを組み合わせた革新的な店舗を出店するなど、お客様
に驚きとワクワクを提供するべく進化を続けてきた。

ビックカメラのビジネスモデルを体現
「都市型」×「ターミナル駅前」×「大型」の店舗を展開 

1992年9月 池袋本店の開店に際し非家電商品の
スポーツ用品（ゴルフ・テニス）、おもちゃ、寝具など
の取り扱いを開始。専門性追求の一例として、寝具
を扱う生毛工房では、より豊かな眠りの環境を創造
したいという想いから、原毛をポーランドから直接
輸入。生毛ふとんはグースダウンを95％使用する
こだわりの商品を
提供。

1994年 パソコン需要の高まりに
早くから着目し「ビックパソコン館」
を設立。ビックカメラ内のパソコン
販売部門を強化、販売員のスキル
アップ教育などを行う。

豊富な品揃え“専門性と先進性”
「“こだわり”の専門店の集合体」として、さらなる品揃え     拡充に挑戦 

世の中の出来事

価値創造の軌跡

2020年3月
ビックカメラ「健康経営優良法人2020
〈ホワイト500〉」に2年連続で認定

2022年4月
東京証券取引所の
市場第一部から
プライム市場に移行

2018年7月
「プラチナくるみん」
認定取得

2015年1月
ビックカメラ
女子ソフトボール高崎を創部
2015年6月
大阪商品センターを
開設（大阪府）

2017年6月
子育て支援のための
都市型立地保育園
「Bic Kids」開設
2017年7月
船橋商品センターを
開設（千葉県）

2003年10月
インターネット通販サイト
ビックカメラ.com
開設1992年8月

（株）東京羽毛工房
（現 （株）生毛工房）設立

1992年12月
ビックポイントカード
導入

1987年10月
（株）ビックコンタクト設立

1980年11月
（株）ビックカメラを設立し、
旧 池袋北口店を開店

1968年3月

1999年8月
日本ビーエス放送企画（株）
（現  日本BS放送（株））設立 

1994年10月

2006年2月
（株）ソフマップを
子会社化

2006年8月
ジャスダック証券
取引所に株式上場

2006年10月
東松山商品センターを
開設（埼玉県）

2008年4月

2008年6月

環境省の
「エコ・ファースト制度」
第1号に認定

東京証券取引所市場
第一部に株式を上場

2011年8月
ドラッグ事業を
有楽町店で開始

2010年1月
（株）ソフマップを
完全子会社化
2010年10月
（株）ビックアウトレット設立

2001年12月
（株）フューチャー・
エコロジー設立

2001年11月
2001年1月～7月

（株）ビック酒販設立
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